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切 目 l金窃 (千円)

ニホンザル研究林

ニホl/ザル研究林施設設置の準備段階として,特別串

栄 (下北)によって下記の調査研究および折衝が行なわ

れた｡

1･下北半島 :1)主として食疾.糞内容と直接祝奈か

ら,年間の企物の季節変化と採食行動の資料を集積記録

した (和田久也との共同研究)｡2)これまで知られた約

60地点の泊り切のうち25地点について林分榊造,松生の

なかでの位泣･地形的特性の調査を進め,調査記録の枚

肘を行なった (森治他との共同研究)｡3)ブナ･■ヒパ林

の択伐的施米と更新の過程を永久クオドラーt(40×

40ml)を設けて追跡調査した.●択伐天然更新の造林技術

的解析と.それにともなっておこる森林植生のサルの生

血現塊としての変化の予測を行なうことを目的としてい

る｡4)76年12月4日～29日下北 t群 (易国間川一望ノ

尻蛇山沢にかけての地域)を対象に積雪期の土地利用.

企物.遊動.個件数,性年令棉成等に関する生態学的調

光をおこなった｡この期間の調査によってこれまで不明

であった北側の利用域の状況が明らかになった｡77年2

月～3月.M群の調査 (前年度より継続)を行なった｡

皿点は,この群れの進みはじめたhabituationの変化と

個体耶動態の迫跡であった｡76年秋はブナの豊作,ヤマ

ブドウの丑作があったため,12月,3月ともに普通の年

にはみられない特異な遊動パターソを観察した｡ これ

は,今後,ニホシザル個体群の生活維持と森林施業のあ

るべき姿,とを考える枠組を与える塩要な知見である｡

2.上LJ越研究林 :上信越研究林は.志賀高原と木曽

の2カ所が含まれるが,今年度は志賀高原研究林供椛地

に地点をおいた｡上信越ニホソザル調査団 (代表大沢

防)が結成され.1977年2月,群の冬季におおける寒冷

地適応の閲屈を解明するために,生理,臨床,形態,追

伝,生化の各分野を捻合した研究が行なわれた619頭を､一

捕接し,所期の成果をえた｡77年3月には,同調査団の

好広英一,常田冥土.油田よし子によって,雑魚川,負

野川の生態調査,C群については上記3人に鈴木が加

わり,ん B,C群の遊動と社会生活についての調査を行

った｡これらの諸調査は,研究林設置のための基礎資料

として有効に活用される｡

3･屋久島 :1)集中調査 (第4次),1979年7月15日

～8月5日 (22日間).にわたり,12名 (丸橋珠樹,山塩

芳一,票田兼寿.油田よし子,好広真一,福田喜八郎.

福田史夫,東洋,後藤俊二.熊崎清則,瀬戸口烈司,木

下突)に串る共同調査をおこなった｡目的としたのは,

研究林予定地を中心とする地域個体群の現状と動態を,

鮭時的につかむことであった｡A)永田一瀬切間の西部

林道ぞい.国割岳斜面の国有林 (下屋久営林署1-6林

班 :研究林予定地),B)それに隣接する民有林.C)

国割岳西北陵 (上屋久営林署)を対象に調査した｡全域

について群れの分布.群れの大きさをおさえた｡4群に

ついては性 ･年令構成 ･遊動 ･群間関係･遊動時のグル

ーピソクなどについてくわしい調査がなされた｡2)丸

橋珠樹がK.0群について,3月～12月まで生態学的調査

を行ない,自然群のhabituationのもとに,遊動と土地

利用の季節的変化の研究をおこなった｡研究林予定地域

に隣接する国割岳西南の森林生態系の保証に関して邑久

島研究グループから関係各方面へ要望書を提出した｡

上記のほか,研究林予定地を場としておこなわれた研

究活動は,次のとおりである｡

鈴木延夫 (北大 ･文)他 :遊動中の群れ内での個体の空

間配置に関する研究｡

大崎雅一 (京大 ･.堤):積雪期の群れの生恩学的研究｡

大 学 院 学 生

昭和51年度における京都大学理学研究科動物学専攻霊

長類学分科の学生,指導教官および研究テーマは次のと

おりである｡

氏名 学年 指導教官 研究テーマ

佐藤 俊 D3 河合 雅雄 ケニア北部に住むレソデ

ィ■-レ族の遊牧生瀞こ関

する研究

渡辺邦夫 D3 川村 俊磁 シシバナザルの社会行動

菅原和事 D2 河合 雅雄 ニホソザル自魚群におけ

る青年期のオスの成長に

ともなう社会関係の変遷

に関する社会学的研究

雫石邦益 D2 川村 俊戚 モズの社会行動

松村道- D2 久保田 競 霊長類の随意運動の制御

におけるシナプス機構の

解析
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